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図5 刀の演舞についての発表
出会った忍者について，発表するグループは，忍者
の似顔絵を丁寧に描いていた。リハーサルでは，その
絵を見せながら，「この忍者は， 00という名前です。
この忍者は，△△という名前です。・・・ 」という紹介
だった。しかし，他グループから，「時間が短くて 1年
生は分からないかもしれないよ」「忍者の特徴を話しし
てみたら？」というアドバイスをもらった。そうする
ことで，名前だけの紹介だったグループが，それぞれ
の忍者の特徴について，本番では紹介することができ
た。
図6 出会った忍者についての発表
4. 授業の考察
4. 1. 意釦的な姿
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おもてなし忍者とのふれ合いによ り，子どもたちは
忍者にとても興味をもった。忍者の刀や手裏剣を触ら
せてもらったり，忍者といっしょにかけっこをしたり
と，忍者のことが大好きになっていった。第 1次のま
ちたんけん後のふり返りでは，
にんじゃがいてて，ジャワーをかけてくれました。は
しりがはやいです。もっと知りたいです。にんじゃは
3人ぐらいいてたけど，みんながいるところは140
人ぐらいいてるのかな。（ななか）
「もっと知りたいです」には，ななかがおもてなし忍
者との関わりに意欲的になっているといえる。また，
「（忍者が） 140人ぐらいいてるのかな」というなな
かの予想は，第2次への意欲になる。 小学校学習指導
要領解説生活編に「自分とのかかわりに関心をもつと
いう ことは，外部の環境からの刺激に対してただ表面
的に反応するだけではなく，それが自分にとって価値
があると実感し，それへ積極的に向かっていくことで
ある。」とある。おもてなし忍者が特別で優しい存在で
あることが，関心をもつことに繋がったのではないか
と考える。
また，第3次の紹介に向けての準備では，授業以外
に休憩時間や家でも表現物を作ったり，練習をしたり
する姿がみられた。
図7 授業時間外に制作したものを使って
4. 2. 表現活動から生まれる思い
忍者のパフォーマンスにおける表現が多く ，表現を
楽しむことができていた。中でも，「かくれみのじゅつ」
をビニール袋で表現する子が多かった。本時「忍者の
紹介を出し合おう」の準備期間に，この表現物を使っ
ている子が多く ，それに人気が高まっていた。このこ
とから，友達の表現物を見て， 自分にふさわしい表現
を考えることができたように思う。一方で，それはま
ねでしかなく，自分なりの表現をもっと追求できたの
ではないかと考えることもできる。
みきは，「かくれみのじゅつのマントに，かべの写真
をはりたい」 と言っていた。多くの子が使っているビ
ニール袋に，マントが壁と同化されているように見え
るために，写真を貼りたいという考えである。結局
写真を撮ったが， うまく撮影できなかったっことや，
発表までの時間がなかったことにより，この考えは断
念することになった）しかし，みきの言葉は，友達の
表現に触れながら，自分なりに表現方法を見つけ，実
践しようとする意欲的な姿だ。こういった発想を大切
にしていくことが必要だったのではないかと考える。
また，かくれみのじゅつでかくれんぼのようなゲー
ムにして表現するグループがあった。しかし，おもて
なし忍者は，そういうゲームをしてはいない。おもて
なし忍者の「楽しませる」から派生して自分で考えた
のであろう。 一見関係のない発表にも思えるが，おも
てなし忍者の「お客さんへの思い」に寄り添ったオリ
ジナリティあふれる発表であるように思った。
4. 3. 友達との関わり
紹介を考える中で，友達との関わりがたくさんあっ
た。この関わりによって，よりよい表現へ向かうこと
ができたのではないかと考える。これも，全員で同じ
「おもてなし忍者」にふれ，紹介する前に共有するこ
とができたからではないかと考える。
5. 成果と課題
単元全体を通して，子どもたちは，意欲的におもて
なし忍者と関わることができ，そこから多様な表現が
できたのではないかと思う。人との関わりにより ，多
くの気づきが生まれ，表現へと繋げることができた。
しかし， 「適切な表現活動ができたか」というところ
には課題が残る。教師はおもてなし忍者の思いに沿っ
た表現を期待していたが，子どもはおもてなし忍者の
パフォーマンスの面白さを重視した表現にとどまって
いたように思う。単元目標である「忍者が町を支えて
いることに貢献していることに気づいている」を達成
する上で，おもてなし忍者の思いや願いを全体で共有
する時間をもう少しとるべきだったと考える。「活動あ
って学びなし」にならないよう，表現活動の在り方に
ついて，今後検討したい。
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